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白黒通信�
計根別乳牛改良連合会�

計
根
別
乳
牛
改
良
連
合
会
で
は
、

地
域
内
に
お
け
る
酪
農
の
生
産
振
興

と
改
善
を
図
る
た
め
、
乳
牛
の
改
良

増
殖
や
知
識
と
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
て
四
月
三
日
農
協
第
二
、
三
会

議
室
に
て
第
三
十
回
定
期
総
会
を
開

い
た
。

当
日
の
総
会
は
、
本
会
設
立
三
十

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
会
員
約
四
十
名
が
出
席
し

た
。
開
会
を
告
げ
る
二
瓶
会
長
は

「
昨
年
、
全
共
視
察
を
行
い
日
本
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
牛
を
見
て
、
新
た
な

目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

若
手
会
員
の
熱
心
な
活
動
が
大
き
な

成
果
と
な
っ
た
。
新
年
度
も
各
部
会

が
中
心
と
な
り
、
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
来
賓

代
表
と
し
て
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
酪

農
存
続
の
た
め
に
も
、
い
い
牛
を
作

り
、
長
持
ち
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
話

さ
れ
、ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

千

葉
次
長
か
ら
は
「
会
の
つ
な
が
り
や

農
協
と
の
連
携
を
図
り
、
厳
し
い
酪

農
情
勢
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切

っ
て
欲
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。

議
事
に
移
る
と
小
林
謙
二
く
ん

（
大
成
）
の
議
長
に
よ
り
、
ス
ム
ー

ズ
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
、
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
事
業
計
画
、
収
支

予
算
（
案
）
な
ど
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
各
地
区
同

志
会
か
ら
役
員
が
選
出
さ
れ
、
地
区

選
出
役
員
の
互
選
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
乳
改
連
三
役
が
選
任
さ
れ
た
。

（
乳
改
連
三
役
）

会
　
長
　
二
瓶
　
義
則
（
大
　
成
）
再

副
会
長
　
本
田
　
正
志
（
計
根
別
）
再

〃
　
　
本
田
　
　
勉
（
養
老
牛
）
再

監
　
事
　
林
　
　
満
治
（
本
　
別
）
再

〃
　
　
後
藤
　
　
順
（
上
標
津
）
再

三
十
周
年
を
迎
え
、

各
部
会
で
積
極
的
な
活
動
を
展
開

特別表彰（全共出品他）
サンハイファーム

特別表彰（エクセレント）
ハイエストファーム

特別表彰（P1000ポンド）
美馬農場

特別表彰（エクセレント）
星 野 淳氏

開会挨拶：二瓶会長

来賓代表挨拶：纐纈組合長

議長を務めた小林謙二さん（大成） 提出議案を説明する事務局と執行部 第30回定期総会に会員40名が出席
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根
室
管
内
の
計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合
会
は
、
四
月
四
日
ホ
テ
ル
養
老

牛
荘
に
て
設
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
い
た
。
会
員
や
歴
代
会
長
、
関

係
者
ら
六
十
七
人
が
出
席
、
本
会
三
十
周
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

二
瓶
義
則
会
長
は
「
現
在
、
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
が
、

諸
先
輩
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
を
も
う
一
度
振
り
返
り
、
会
員
同
士
団
結

し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
三

十
年
の
乳
牛
改
良
成
果
こ
そ
が
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
の
唯
一
の
武
器

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
、
乳
牛
改
良
に
努
力
し
、

酪
農
を
基
盤
と
す
る
こ
の
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
込
め
て
挨
拶
。
祝
賀
会
で
は
、
歴
代
会
長
へ
の
感
謝
状
授

与
や
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
三
十
年
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
、
今
後
の
乳
牛
改
良
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

乳牛改良連合会が30周年祝賀会

会長祝辞：二瓶会長 来賓祝辞：富田参事
来賓祝辞：千葉次長
（ジェネティクス）

第9代会長　佐藤　広光さん（養老牛）第8代会長　信夫　重勝さん（本別）
歴代会長表彰

第7代会長　株 田　 宏さん（養老牛）

乳改連30年の歴史を祝って多くの会員が出席。今後の乳牛改良や思い出話しで会場は大いに賑った

30周年を祝して歴代会長らも祝賀会に出席

乳改連元会長鹿野理事による
万歳三唱

今後の活躍を祈念して
〝バンザイ〟

橋場さんと語らう歴代会長 野澤組札幌営業所
中込所長による祝杯
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計
根
別
農
協
地
区
連
合
協
議
会
で
は
、
農
協
区

域
内
に
お
け
る
住
民
の
多
彩
な
活
動
を
通
し
て
生

活
・
文
化
・
環
境
の
改
善
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
四
月
二
十
四
日
農
協
第
二
、
三
会
議
室

に
て
第
二
十
四
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
連
合
協
議
会
役
員
や
常
任
幹
事
十
七

名
が
出
席
。
纐
纈
会
長
の
議
長
に
よ
り
総
会
が
進

め
ら
れ
、
事
務
局
よ
り
事
業
報
告
や
計
画
が
説
明

さ
れ
た
。

質
疑
に
移
る
と
「
敬
老
会
助
成
は
記
念
品
な
ど

の
配
布
だ
け
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
」「
地

域
の
神
社
祭
に
参
加
し
て
い
る
青
年
部
へ
予
算
化

を
検
討
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
に
つ
い
て
纐
纈
会
長
か
ら
「
協

議
会
独
自
の
活
動
や

地
区
活
動
を
検
討

し
、
農
協
と
の
協
力

に
よ
り
事
業
を
進
め

た
い
」
と
の
提
案
が

な
さ
れ
、
十
八
年
度

に
一
〇
〇
千
円
を
消

費
拡
大
事
業
予
算
と

し
て
追
加
計
上
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

農
協
と
の
連
携
に
よ
り
、消
費
拡
大
事
業
を
展
開�

計
根
別
農
協
地
区
連
合
協
議
会
第
二
十
四
回
定
期
総
会�

計
根
別
農
協
酪
農
対
策
協
議
会
で

は
、厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
く
な
か
、

昨
年
度
末
の
緊
急
生
産
抑
制
対
策
や

本
年
度
の
生
産
調
整
に
立
ち
向
か
う

べ
く
、
四
月
十
七
日
農
協
第
二
、
三

会
議
室
に
て
第
十
四
回
定
期
総
代
会

を
開
い
た
。

当
日
は
、
総
代
、
役
員
ら
約
四
十

名
が
出
席
。
纐
纈
会
長
か
ら
「
乳
質

向
上
に
よ
り
消
費
者
に
い
い
牛
乳
を

提
供
し
た
い
。乳
牛
を
長
持
ち
さ
せ
、

生
涯
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
私
た
ち

の
歩
む
道
で
す
。
消
費
減
退
、
牛
乳

が
消
費
さ
れ
な
い
こ
と
は
深
刻
に
受

け
止
め
、
経
営
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
と
新
年
度
に
新
た
な
決
意
を
固

め
る
挨
拶
と
な
っ
た
。

総
会
で
は
、
中
垣
博
志
さ
ん
（
本

別
）
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や

事
業
計
画
、
生
乳
汚
染
賠
償
責
任
保

険
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
年
度
は
生
乳
目
標
数

量
（
枠
）
の
遵
守
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ

ス
ト
制
度
の
施
行
な
ど
、
生
産
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
問
題
が
山
積
み
で

す
。
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
る

べ
く
、
酪
対
組
織
（
生
産
者
）
の
総

力
を
結
集
し
た
事
業
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

生産者の総力を結集した事業展開を…�
計根別農協酪農対策協議会  第14回定期総代会�

酪対総会の議長を務めた中垣博志さん（本別）「乳牛を長持ちさせる事が私たちの歩む道」と
話す纐纈会長

慎重に議案内容を確認する会員

新年度事業の検討がなされ、出席者と意見を交わす纐纈会長 協議会役員17名が出席。新年度の取り組みが承認されて



今年も楽しく、元気な活動を
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ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ

ブ
で
は
、
酪
農
の
担
い
手
と
し
て

基
礎
的
な
牛
飼
い
の
技
術
を
身
に

付
け
、
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
四
月
四
日
農

協
第
二
会
議
室
に
て
第
十
八
回
通

常
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、会
員
十
三
名
が
出
席
。

渡
辺
安
二
運
営
委
員
長
の
挨
拶
で

開
会
さ
れ
、
会
員
を
代
表
し
て
味

元
一
幸
く
ん
（
養
老
牛
）
が
「
今

日
の
総
会
で
昨
年
楽
し
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
た
く
さ
ん
話
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
は
農
協
、
役
場
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、

青
年
部
、女
性
部
な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
さ
れ
、富

田
参
事
か
ら「
こ
の
一
年
も
み
ん
な
で
仲
良
く
、楽
し

く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

議
事
に
移
る
と
、
事
務
局
の
指
名
に
よ
り
味
元
一

幸
く
ん
と
小
久
保
正
弘
さ
ん
が
議
長
を
務
め
た
。
活

動
報
告
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち
か
ら
「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
」「
今
年
も
楽
し
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
し
た
い
で
す
」
と
参
加
行
事
の
感
想
を
元
気

に
話
し
た
。

そ
の
後
、
十
八
年
度
の
活
動
計
画
や
規
約
改
正
な

ど
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
で
は
、
次
の

会
員
が
役
員
に
選
出
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

（
新
役
員
）
会
　
長
　
味
元
　
一
幸
（
養
老
牛
）
再

副
会
長
　
小
久
保
ち
ほ
（
大
　
成
）
新

モ
ア
ン
牧
場
家
畜
共
済
互
助
会
で

は
、
入
牧
期
間
中
の
へ
い
死
及
び
事

故
発
生
に
伴
う
廃
用
牛
の
互
助
共
済

を
目
的
と
し
、
三
月
三
十
日
農
協
第

二
会
議
室
に
て
定
期
総
会
を
開
い
た
。

総
会
に
は
、
会
員
八
名
が
出
席
。

石
毛
剛
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
さ

れ
、
議
事
に
移
る
と
事
務
局
よ
り
入

牧
頭
数
、
授
精
状
況
、
基
金
発
動
報

告
、収
支
報
告
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
家
畜
共
済
積
立
管
理
要

領
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
入
牧
期

間
中
に
お
け
る
患
畜
舎
へ
の
搬
入
・

搬
出
に
運
搬
費
用
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
役
員
改
選

で
は
農
協
役
員
任
期
に
合
わ
せ
た
改

選
時
期
が
設
定
さ
れ
、
現
行
の
全
役

員
が
留
任
と
な
る
な
ど
提
出
さ
れ
た

議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 新年度より

患畜牛の
運搬費用を
支給
モアン牧場
家畜共済互助会

総会

総会議長：味元　一幸くん（左）
小久保正弘さん（右）

昨年度事業の感想を話す子供たち。今年も元気で楽しい事業を期待します。

渡辺安二運営委員長の挨拶で開会された定期総会

ジュニアホルスタインクラブ

要領の一部改正により運搬費用も
承認された

事業・収支報告の説明を受ける出席者議事を進める石毛会長（左）と事務局（右）
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計
根
別
乳
牛
検
定
組
合
で
は
、
乳

牛
の
資
質
と
経
営
改
善
を
図
る
べ
く
、

乳
牛
能
力
検
定
を
実
施
し
、
安
定
し

た
酪
農
経
営
の
確
立
を
目
的
に
四
月

十
四
日
農
協
第
二
、
三
会
議
室
に
て

第
三
十
一
回
通
常
総
代
会
を
開
い
た
。

総
代
会
に
は
、
各
地
区
総
代
、
来

賓
、
関
係
者
を
含
め
て
約
五
十
名
が

出
席
。

開
会
を
告
げ
る
鹿
野
組
合
長
か
ら

「
新
年
度
は
補
助
金
の
減
額
に
よ
り
前

年
比
△
六
、
五
〇
〇
千
円
が
予
想
さ

れ
、
予
算
も
二
、
〇
〇
〇
千
円
を
見

込
み
計
上
、
今
後
の
事
業
運
営
に
賦

課
金
等
の
増
額
も
検
討
し
た
い
」
と

厳
し
い
胸
中
を
語
る
挨
拶
と
な
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
代
表
と
し
て
纐
纈
組
合
長

か
ら
「
地
方
財
政
の
厳
し
さ
が
乳
検
事

業
に
も
影
響
し
て
い
る
。
現
在
は
、

牛
乳
も
自
由
に
搾
れ
ず
、
手
取
り
乳

価
も
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
だ

か
ら
こ
そ
乳
検
事
業
を
活
用
し
て
難

局
を
乗
り
越
え
て
欲
し
い
」
と
の
祝

辞
を
頂
戴
し
た
。

議
事
に
移
る
と
田
中
洋
希
さ
ん（
養

老
牛
）
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算

と
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
鹿
野
組
合
長

か
ら
「
生
産
調
整
と
い
う

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
の
牛
群
、
個
体
能
力

の
把
握
が
必
要
で
す
。
本

日
ご
出
席
の
代
議
員
さ
ん

に
地
元
未
加
入
者
の
勧
誘

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
新
年
度
に
向
け
て
の
加

入
推
進
を
呼
び
掛
け
閉
会

と
な
っ
た
。

四
月
十
四
日
、
計
根
別
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
が
農

協
第
二
、
三
会
議
室
に
て
第
十
八
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

総
会
で
は
、
組
合
員
や
来
賓
な
ど
関
係
者
を
含
め
た
約
四
十

名
が
出
席
。
太
田
組
合
長
か
ら
「
ヘ
ル
パ
ー
稼
動
日
数
も
前
年

を
上
回
り
、
傷
病
対
応
も
三
年
続
け
て
三
○
○
日
を
超
え
ま
し

た
。
新
年
度
に
は
傷
病
対
応
料
金
も
一
部
引
き
下
げ
、
ヘ
ル
パ

ー
人
員
の
確
保
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
の
挨
拶
で
開
会
。

来
賓
か
ら
は
、纐
纈
組
合
長
が「
ヘ
ル
パ
ー
産
業
が
酪
農
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
し
て
定
着
し
た
。
利
用
組
合
や
関
係
各
位
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」、
フ
ァ
ム
・
エ
イ
臼
井
社
長
は

「
傷
病
対
応
を
含
め
て
利
用
者
の
期
待
に
応
え
る
人
員
体
制
を
充

実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
従
業
員
の
技
術
的
向
上
さ
ら
に
は
人
と

し
て
の
資
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

議
事
に
移
る
と
太
田
組
合
長
の
指
名
に
よ
り
、
助
口
明
さ
ん

（
養
老
牛
）
が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、
事
業
報
告
や
事
業
計

画
な
ど
の
議
事
進
行
が
な
さ
れ
た
。
質
疑
で
は
「
緊
急
対
応
は

何
名
で
す
か
」「
外
部
出
資
や
活
動
基
金
の
使
途
は
？
」「
引
継

ぎ
で
メ
モ
を
取
ら
な
い
ヘ
ル
パ
ー
が
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
が
、
提
出
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
年
度
よ
り
傷
病
対
応
料
金
が
一
部
引
き
下
げ
ら

れ
、ケ
ガ
な
ど
の
災
害
に
も
利
用
し
や
す
い
体
制
が
整
い
、太
田

組
合
長
か
ら
「
皆
様
の
要
望
に
一
〇
〇
％

応
え
ら
れ
る
運
営
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

牛群、個体能力の把握を�
呼び掛け積極的な加入推進を…�

計根別乳牛検定組合�

牛群、個体能力の把握を�
呼び掛け積極的な加入推進を…�

計根別乳牛検定組合�

傷病対応料金を一部引き下げ、利用者の要望に
応える運営を目指して　計根別農協酪農ヘルパー利用組合

18年度事業に険しい表情を見せる組合員

議事を進める議長の田中洋希くん（養老牛）と
乳検組合三役

開会挨拶：鹿野組合長

ヘルパー事業の充実を求めて
組合員40名が出席

来賓挨拶で「ヘルパー産業は酪農
に欠かせない」と話す纐纈組合長

議長を務めた
助口　明さん（養老牛）

開会挨拶：
太田組合長
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手
つ
な
ぎ
の
会
で
は
、
計
根
別
地
域
の

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
元
気
に
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

励
ま
し
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
三
月

二
十
九
日
農
協
和
室
に
て
第
七
回
手
つ
な

ぎ
の
会
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
会
員
十
一
名
が
出
席
。
水
沼

会
長
か
ら
「
農
協
の
理
解
も
あ
り
、
昨
年

度
二
名
の
職
員
が
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
新
た
な
仲
間
と
新
年
度
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
に
よ
り
総

会
が
開
会
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た

農
協
の
佐
々
木

部
長
か
ら
「
手

つ
な
ぎ
の
活
動

を
期
待
す
る
人

も
多
く
、
農
協

を
核
と
し
て
み

ん
な
で
地
域
の

高
齢
者
対
策
に

取
り
組
ん
で
欲

し
い
」
と
の
祝

辞
を
頂
い
た
。

議
事
で
は
、

活
動
報
告
、
収

支
決
算
、
収
支

予
算（
案
）、
活

動
計
画
、
役
員

改
選
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
。
出
席
者
か
ら

「
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
は
？
」「
社

協
に
講
習
会
を
依
頼
し
て
は
？
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
、
新
年
度
に
向
け
て
積
極
的

な
活
動
が
展
開
さ
れ
そ
う
で
す
。

（
役
員
改
選
）

会
　
　
長
　
水
沼
　
和
子
（
大
成
）
再

副

会

長
　
相
澤
　
み
ね
（
本
別
）
再

会
計
監
事
　
纐
纈
　
和
子
（
大
成
）
再

広

報

係
　
有
原
　
洋
子
（
西
竹
）
再

手つなぎの会

計
根
別
農
協
担
い
手
育
成
協
議
会
で

は
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
そ
の
花

嫁
対
策
に
努
め
、
明
る
く
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
四
月
二
十
四
日
農
協
第
一
会
議
室

に
て
第
十
一
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
協
議
会
役
員
、
農
協
職
員

ら
十
四
名
が
参
加
。
来
賓
に
別
海
町
相

談
員
、
当
農
協
相
談
員
を
招
い
て
、
昨
年
度
ま
で
の
実
績
報
告
や

今
後
の
交
流
会
事
業
に
つ
い
て
の
助
言
を
受
け
た
。

総
会
で
は
、
纐
纈
会
長
か
ら
「
一
人
で
も
多
く
の
後
継
者
に
、

生
涯
の
伴
侶
が
み
つ
か
る
よ
う
、稔
り
あ
る
活
動
を
展
開
し
た
い
」

と
の
挨
拶
で
開
会
。
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
や
新
年
度

の
活
動
方
針
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
質
疑
に
移
る
と
役
員
か

ら
「
本
人
の
結
婚
意
欲
を
確
認
で
き
な
い
と
地
域
が
ど
う
接
し
て

い
い
か
判
ら
な
い
」「
人
は
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
。
結
婚
は

本
人
同
志
だ
け
で
は
な
く
、家
族
や
地
域
な
ど
の
関
わ
り
も
深
い
。

本
人
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
切
に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
結
婚
対
策

に
意
欲
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
新
年
度
の
取
り
組
み
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
新
年
度
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
酪
農
経
営
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
若
年
層
の
後
継
者
に
社

会
教
育
か
ら
酪
農
経
営
全
般
に
わ
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
打
ち
出

さ
れ
、
積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
そ
う
で
す
。

後継者、花嫁対策に意欲的な活動を…

会員から積極的に意見が出された総会 議事を進める水沼会長と事務局

計根別農
協

担い手育
成

協議会

別海町・農協相談員を招いて
花嫁対策のアドバイスを

新年度も積極的な活動を目指して
総会開会

青年部、女性部との意見も
交わされた
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年部　　　版�

計
根
別
農
協
青
年
部
で
は
、
自
ら
の
経
営
や
地
域
農
業
の
安
定
と
向
上
を
図

る
実
践
活
動
を
行
い
、
部
員
相
互
の
連
帯
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

四
月
十
八
日
農
協
第
二
、
三
会
議
室
に
て
第
五
十
五
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
青
年
部
員
六
十
一
名
が
出
席
。
青
年
部
員
の
九
〇
％
を
超
え
る
非

常
に
高
い
出
席
率
と
な
っ
た
。
宍
戸
部
長
か
ら
昨
年
度
の
事
業
活
動
報
告
と
新

年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容
が
話
さ
れ
開
会
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
厳
し
い
酪
農
情
勢
を
深
刻
に
真
剣
に

受
け
止
め
、
自
ら
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
酪
農
経
営
に
臨
ん
で
下
さ
い
」、

地
区
青
協
北
村
会
長
は
「
地
区
と
し
て
も

計
根
別
青
年
部
の
消
費
拡
大
活
動
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
を
刺
激
し
な
が

ら
事
業
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
」、
さ
ら

に
女
性
部
の
渡
辺
副
部
長
か
ら
も
祝
辞
を

頂
き
、
議
事
へ
と
移
っ
た
。

議
長
に
は
、
田
中
洋
希
さ
ん
（
養
老
牛
）

が
推
薦
さ
れ
、事
業
報
告
か
ら
事
業
計
画
、

予
算
と
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
活
動
報
告
で
は
広
報
部
会
の
協

力
に
よ
り
、
初
の
試
み
と
な
る
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
、
昨
年
度
の
活
動
内
容
が
映
し

出
さ
れ
る
な
ど
、
出
席
者
の
注
目
を
集
め

た
。最

後
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
、
鈴
木
副
部
長
か
ら
「
新

年
度
は
、
青
年
部
活
動
一
〇
〇
％
の
出
席

率
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

の
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

部
員
九
〇
％
以
上
が
出
席
、意
欲
的
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
通
常
総
会

議長を務めた田中洋希さん（養老牛）と青年部三役

開会挨拶では宍戸部長から
昨年度事業の説明がなされた

出席部員61名と90％以上の出席率となった通常総会広報部会より
大型スクリーンにて昨年度の

事業報告がなされた

乳質表彰での各支部代表者 青年部綱領を朗唱する出席者閉会挨拶：鈴木副部長
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北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
で
は
、
青
年
部
組
織
の
育
成
強
化

と
連
絡
提
携
に
関
す
る
活
動
を
目
的
と
し
て
、
四
月
四
日
第
五
十

五
回
定
期
総
会
を
札
幌
市
共
済
ビ
ル
に
て
盛
大
に
開
い
た
。

総
会
に
は
、
全
道
各
地
か
ら
多
く
の
盟
友
が
出
席
、
当
農
協
青

年
部
か
ら
鈴
木
副
部
長
、
小
林
監
事
の
二
名
が
出
席
し
た
。

定
期
総
会
は
、
平
会
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
議
事
に
移
る
と

事
務
局
よ
り
活
動
報
告
、
収
支
決
算
、
活
動
計
画
、
収
支
予
算

（
案
）
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
米
政
策
に
関
す
る
意
見
・
要
望
が
多
く
、
生
産
者

自
ら
の
経
営
に
対
す
る
危
機
感
が
伝
え
ら
れ
、
道
青
協
と
し
て
も

そ
の
対
応
策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
各
地
区
か
ら
選
任
さ
れ
た
選

考
委
員
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
役
員

が
決
定
さ
れ
た
。

【
新
役
員
執
行
体
制
】

会
　
長
　
杉
山
　
博
樹
（
北
い
ぶ
き
）
新

副
会
長
　
越
後
　
　
功
（
よ
う
て
い
）
新

〃
　
　
寺
山
　
広
司
（
北
い
し
か
り
）
新

〃
　
　
長
屋
辰
之
介
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
）
新

監
　
事
　
堀
　
　
英
夫
（
幌
　
延
　
町
）
新

〃
　
　
梶
沢
　
幸
治
（
め
　
む
　
ろ
）
新

ま
た
、
同
会
場
に
て
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
研
修
会
を
開
き
、
交
通

事
故
防
止
を
目
指
し
て
、
農
作
業
機
械
に
低
速
車
マ
ー
ク
装
着
の

普
及
を
呼
び
掛
け
た
。

新役員が決定、青年の情熱と協同の力を
結集して活動強化

北海道農協青年部協議会　第55回定期総会

四
月
二
十
日
、
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
は
、
根
室
農
業
会
館
に

て
第
五
十
五
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
六
十
五
名
が
出
席
。
総
会
で
は
、

乳
質
共
励
会
、
ロ
ー
ル
看
板
な
ど
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
開
会
を
告

げ
る
北
村
会
長
か
ら
「
昨
年
は
、
関
係
機
関
協
力
の
も
と
モ
デ
ル
カ

ウ
に
よ
る
搾
乳
模
擬
体
験
や
チ
ー
ズ
de
晩
ご
は
ん
な
ど
を
開
催
、
部

員
自
ら
が
消
費
者
と
の
距
離
を
縮
め
る
消
費
拡
大
活
動
に
取
り
組
み
、

大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
農
水
受
入
や
幹
部
研
修
も
中
央
と

の
関
わ
り
を
深
め
る
う
え
で
、
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
盟
友
に
参

加
し
て
頂
き
、
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
り
を
担
っ
て
欲
し

い
」
と
の
活
動
成
果
や
新
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
が
話
さ
れ
た
。

北
村
会
長
の
推
薦
に
よ
り
横
田
く
ん
（
別
海
）
が
議
長
を
務
め
、

ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
た
。
事
務
局
よ
り
事
業
報
告
や
計

画
が
説
明
さ
れ
、
質
疑
に
移
る
と
出
席
者
か
ら
「
青
年
部
の
消
費
拡

大
活
動
を
マ
ス
コ
ミ
に
も
っ
と
取
り
上
げ
て
頂
き
、
全
道
・
全
国
の

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
宍
戸
部
長
が
選
挙
管
理
委
員
長
を
務
め
、
次
の

新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

（
新
役
員
）

会
　
長
　
江
崎
　
真
澄
（
西
春
別
）
新

副
会
長
　
佐
々
木
大
輔
（
中
標
津
）
再

〃
　
　
鷲
見
　
　
健
（
中
標
津
）
新

監
　
事
　
細
田
　
圭
一
（
別
　
海
）
新

〃
　
　
宍
戸
　
一
哉
（
計
根
別
）
新

最
後
に
、北
村
会
長
か
ら「
減
産

体
制
下
で
は
あ
る
が
厳
し
い
ば
か

り
で
は
前
進
し
な
い
。
こ
れ
を
機

会
に
新
た
な
視
点
で
経
営
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。ま
た
、新
役
員
体

制
も
決
ま
り
ま
し
た
が
、
青
年
部

組
織
に
は
仲
間
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
今
後
も
皆
様
の
更
な
る
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
退
任

を
兼
ね
た
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

北村会長退任、宍戸部長が監事に
地区青年部連絡協議会 第55回通常総会

総会前の研修会では農作業安全を
呼び掛けて

開会を告げる平会長の挨拶

全道から多くの盟友が出席
米対策に話題集中

道青協新役員
ステージ前にて就任挨拶

計根別から12名の部員が参加

大平前会長の
ガンバロー三唱で閉会 新役員が決定。監事に宍戸部長

開会挨拶をする北村会長



田中 洋希（養老牛支部）�
S40.５.８生  40歳�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．釣　り�
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？�
Ａ２．どこでも寝れる�
Ｑ３．好みの女性は？�
Ａ３．外　人�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．ゆとりある酪農経営�
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？�
Ａ５．鯨を釣ってみたい�
Ｑ６．友達を紹介してください�
Ａ６．林　満治くんです。�
Ｑ７．なぜ林くんを選んだのですか？�
Ａ７．今でも立派だけど、これからも期待される人物だから…�

　今月の逸品館は、作業倉庫に設置され
た“オーディオ”の紹介です。�
　この逸品は、西竹の波田野満さんが全
て中古で揃えたものであり、作業倉庫の
一部を改築したオーディオルームに設置
されています。オーディオを揃えたキッ
カケは、昔から音楽が大好きで、ある日
「牛舎にステレオを置こう」と考え、リ
サイクルショップを訪れたところから始
まり、いつしか北見や釧路まで足を運び、
いい音を求めてここまで揃ったようです。
家族からは「ガラクタばかり集めて」と
不評のようですが、今では倉庫内に20本
ものスピーカーが設置され、オーディオ
ルームや倉庫内で音楽を楽しむ毎日と聞
きました。�
　これからも趣味の音楽を楽しみ、オー
ディオルームからシアタールームに進化
することを期待しております。�

オーディオ�
購 入 価 格／約200,000円　　お気に入り／JBLのスピーカー�
思　い　出／32年前に買ったVICTOR SX3が今でも愛着が…�
目　　　標／マランツのアンプ、BOSEのスピーカー、�
　　　　　　65型薄型テレビ�
�
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加　藤　　　司さん
加　奈さん

４月29日挙式

素直で真面目な性格で、機械や建物など何でも作

ってしまうとても器用な司くんと明るく、優しいと

評判で何よりも牛が大好きという加奈さんが結婚し

ました。

加奈さんは、鹿児島県の出身。憧れの北海道で酪

農ヘルパー（浜中町）として活躍していたところ、

友達の紹介から二人は知り合ったそうです。「地域

のみんなと楽しく過ごし、明るく温かい家庭を築き

たい」と話す司くん、加奈さん。若い二人の今後の

活躍が大いに期待されます。

と　き　平成18年5月13日（土）午前9時30分�
ところ　ＪＡ計根別  特設会場（裏庭）�

スプリングフェア開催案内�

　ＪＡ計根別の最大イベントである“スプリングフェア”が開催されます。�
　今年　今年も牛丸焼牛丸焼き、ジャンボハンバーグ、Ａコープ特売、特売、ゲームなど色々色々なイ
ベントを企画して、皆様のご来場をお待ちしております。�
　また、このたびのイベントでは3－Ａ－Ｄａｙ運動として牛乳・乳製品の試食
コーナーや新製品の紹介など盛り沢山の内容にて消費拡大を呼び掛けて参り
ますので、皆様のご理解とご協力を宜しくお願い致します。�
�

　ＪＡ計根別の最大イベントである“スプリングフェア”が開催されます。�
　今年も牛丸焼き、ジャンボハンバーグ、Ａコープ特売、ゲームなど色々なイ
ベントを企画して、皆様のご来場をお待ちしております。�
　また、このたびのイベントでは3－Ａ－Ｄａｙ運動として牛乳・乳製品の試食
コーナーや新製品の紹介など盛り沢山の内容にて消費拡大を呼び掛けて参り
ますので、皆様のご理解とご協力を宜しくお願い致します。�
�



スプリングフェアには“消費拡大春巻き”�スプリングフェアには“消費拡大春巻き”�スプリングフェアには“消費拡大春巻き”�スプリングフェアには“消費拡大春巻き”�
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え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、

昨
年
度
の
活
動
内
容
を
振
り
返

り
、
新
年
度
に
更
な
る
飛
躍
を

目
指
し
て
、
四
月
十
七
日
農
協

第
二
、
三
会
議
室
に
て
平
成
十

八
年
度
定
期
総
会
を
開
い
た
。

総
会
に
は
、
会
員
五
名
が
参
加
。
原
田
会
長
の
議
事
進
行
に
よ

り
、
昨
年
度
の
活
動
内
容
や
収
支
決
算
報
告
が
な
さ
れ
た
。
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
で
は
、
事
業
の
具
体
的
取
り
組
み
内
容
が

検
討
さ
れ
る
な
ど
、
新
年
度
も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

役
員
改
選
で
は
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
、
新
た
な
発
想
と
会
員

の
個
性
を
活
か
し
て
地
域
や
農
業
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
主
な
活
動
計
画
）

①
消
費
拡
大
活
動

②
営
農
技
術
勉
強
会

③
管
内
視
察
研
修
会

④
全
道
酪
農
女
性
後
継
者
交
流
会

（
役
員
改
選
）

会
　
長
　
河
合
　
千
春
（
本
　
別
）

副
会
長
　
有
原
香
和
恵
（
西
　
竹
）

会
　
計
　
小
西
　
恵
美
（
大
　
成
）

書
　
記
　
原
田
め
ぐ
み
（
本
　
別
）

連
絡
係
　
笹
島
　
早
苗
（
大
　
成
）

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る�

新
役
員
決
定
、�

新
た
な
発
想
と�

個
性
を
活
か
し
た�

活
動
を�

新
役
員
決
定
、�

新
た
な
発
想
と�

個
性
を
活
か
し
た�

活
動
を�

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
今
年
も
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ア
に
消
費
拡
大
を
意
識
し
た
乳
製
品
料
理
を
提
供
し
よ
う

と
四
月
二
十
六
日
農
協
和
室
に
て
〝
消
費
拡
大
春
巻
き
〞

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

当
日
は
、
メ
ン
バ
ー
五
名
が
参
加
。
初
め
て
の
〝
春
巻

き
〞
づ
く
り
に
メ
ン
バ
ー
も
様
々
な
材
料
を
持
ち
込
み
、

安
価
で
美
味
し
い
も
の
を
求
め
て
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

春
巻
き
に
は
、
チ
ー
ズ
や
牛
乳
豆
腐
な
ど
を
使
い
、
隠

し
味
に
あ
ら
挽
き
コ
シ
ョ
ウ
や
ピ
ザ
ソ
ー
ス
が
用
い
ら
れ
、

ど
れ
も
美
味
し
く
出
来
上
が
っ
た
。
試
食
会
も
半
ば
を
過

ぎ
た
頃
「
美
味
し
い
け
ど
普
通
の
家
庭
に
は
牛
乳
豆
腐
は

無
い
よ
ね
」「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
に
は
ど
う
ゆ
う
目
的

で
出
店
す
る
？
」「
消
費
拡
大
を
考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り

チ
ー
ズ
だ
よ
ね
」
と
メ
ン
バ
ー
は
頭
を
悩
ま
せ
た
。

最
後
は
、
昼
休
み
時
間
を
利
用
し
て
農
協
職
員
（
人
工
）

に
も
試
食
を
し
て
頂
き
、
そ
こ
で
辿
り
着
い
た
の
が
「
ス

テ
ィ
ッ
ク
状
に
し
よ
う
」「
手
に
持
っ
て
食
べ
な
が
ら
歩

く
の
も
い
い
ね
」「
チ
ー
ズ
は
ス
ト
リ
ン
グ
を
使
お
う
」

と
の
意
見
で
〝
消
費
拡

大
春
巻
き
〞
の
構
想
が

ま
と
ま
っ
た
。

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

で
は
、
え
ふ
の
ブ
ー
ス

で
美
味
し
い〝
春
巻
き
〞

を
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
賞
味

下
さ
い
。

新会長となった河合さん（左）と前会長 原田さん

普及センターの助言指導を頂き、新年度も充実した活動を

ぎょうざと春巻きの試作。
結果は春巻きの勝ち?

事務局も春巻きづくりに挑戦 初めての春巻きづくりにチャレンジする
メンバー

色々な具材を持ち寄り準備OK!!
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計
根
別
農
協
で
は
、
青
年
部
な
ど
を
対
象
と
す
る
酪

農
後
継
者
（
若
年
層
）
を
主
体
に
、
酪
農
経
営
全
般
の

基
礎
的
な
講
座
を
実
施
。
さ
ら
に
は
、
農
業
青
年
（
社

会
人
）
と
し
て
次
世
代
を
担
う
社
会
人
基
礎
教
育
を
行

い
、
企
業
人
・
社
会
人
と
し
て
の
素
養
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
四
月
二
十
六
日
農
協
第
二
、
三
会
議
室
に

て
青
年
部
員
や
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
約
三
十
名
を
集

め
、平
成
十
八
年
度
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
い
た
。

講
座
は
、
中
瀬
営
農
部
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
事

務
局
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
目
的
や
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
説
明
さ
れ
た
。
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の

講
義
で
は「
農
業
者（
社
会
人
）と
し
て
」と
題
し
、当
農

協
相
談
員
で
あ
る
梶
谷
氏

が
講
師
を
務
め
、
社
会
で

の
一
般
常
識
や
マ
ナ
ー
、

交
流
ツ
ア
ー
で
の
裏
話
し

が
話
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

佐
藤
総
務
部
長
を
講
師
に

「
農
協
と
は
？
」
を
テ
ー

マ
に
農
協
の
本
質
を
学
び
、

農
協
事
業
や
今
後
の
農
協

の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
貴

重
な
講
義
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
毎
月
一
〜
二

回
の
講
習
会
を
開
催
し
、

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿

っ
た
内
容
で
講
座
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
出
席
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

社会人教育として講師に招かれた農協専任相談員の梶谷氏

佐藤部長の講師により農協の本質や事業などを学ぶ青年部員やえふ・すうぃーる約30名が受講生として参加



普及センター通信�普及センター通信�

根室農業改良普及センター�

北根室支所�

272-2163

牛体をきれいに管理しましょう

14

　牛体（乳房）の汚れは、「乳房炎にかかるリスク」、「搾乳時の作業」、「牛の健康や生産効率」等に影響を
及ぼします。また、最近では観光やグリーンツーリズムなどで訪れる消費者の目に触れる機会も多く、牛を
きれいに管理することはとても重要なことです。そこで今回は、牛をきれいに管理するポイントとして、「カ
ウトレーナー」と「断尾」を取り上げます。

 １ カウトレーナーの設置のポイント

　カウトレーナーはふん尿が尿溝に落ちるように排泄ポジションを
コントロールして、牛床をきれいに保ち、乳牛の後躯を汚さないよ
うにするのが目的です。しかし、適正な位置に設置しないと効果が
無いばかりか、牛にストレスを与える原因にもなりますので注意が
必要です（図１）。
　乳牛の大きさは、個体差がありますので、カウトレーナーの前後
の位置を調節できるように、ワイヤーを２本線にしたり（図２）、工
夫（写真１）することが必要です。

 ２ 断　尾

　尻尾は休息時に尿溝に垂れ下
がるなどして、汚れやすい部分
です。汚れた尻尾は振るたびに
牛の後躯を汚します（図３）。
また作業中、ふん尿で汚れた尻
尾で顔を叩かれ、嫌な思いをす
ることも少なくありません。そ
んな時、断尾は有効的な方法で
す（写真２）。断尾には牛体を汚さない、作業者が叩かれないという
効果があります。しかし、断尾がどうしても苦手という牧場では、
きちんと尻尾を吊りましょう。
　断尾は破傷風感染など衛生面でも注意しなければなりません。断尾の時期ややり方などについては獣医師
に相談して下さい。 
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計
根
別
農
協
で
は
、
四
月
二
十
五
〜
二
十
七
日
に
か
け
て
農

協
第
二
、
三
会
議
室
を
会
場
に
地
区
別
懇
談
会
を
開
い
た
。

懇
談
会
は
、
当
農
協
管
内
を
三
地
区
（
東
部
、
西
部
、
南
部
）

に
分
け
て
開
催
、
三
日
間
で
約
百
三
十
名
の
組
合
員
、
農
協
役

員
が
出
席
し
た
。

開
会
を
告
げ
る
纐
纈
組
合
長
か
ら
は「
厳
し
い
時
代
で
す
が
、

組
合
員
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
守
り
、
計
画
生
産
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。
ま
た
、
生
産
者
自
ら
も
乳
製
品
の
味
を
覚
え
、

消
費
拡
大
に
努
め
て
欲
し
い
」
と
減
産
下
で
の
対
応
と
消
費
を

呼
び
掛
け
る
挨
拶
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
参
事
や
各
部
部
長
か

ら
十
七
年
度
の
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
（
案
）、
第
七
次
中
期

事
業
計
画
、
十
八
年
農
協
経
営
基
本
方
針
及
び
各
事
業
の
取
り

組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

特
に
、
タ
イ
プ
別
減
産
計
画
、
ポ
ス
ト
土
地
利
用
型
事
業
、

乳
牛
疾
病
対
策
、
減
産
体
制
下
で
の
経
営
を
重
視
し
た
農
協
機

構
改
革
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
乳

質
向
上
に
向
け
て
出
荷

を
自
粛
し
た
結
果
、
乳

質
は
良
く
な
っ
た
が
、

生
産
枠
が
抑
え
ら
れ
た
」

「
Ｂ
Ｃ
Ｓ
な
ど
乾
乳
対

策
で
牛
を
見
て
い
っ
た

が
、
結
果
が
報
告
さ
れ

な
か
っ
た
」「
自
ら
の
消

費
拡
大
と
い
う
が
、と

り
ま
と
め
商
品
が
ど
れ

も
高
い
」「
ポ
ス
ト
土

地
利
用
型
の
基
準
が
厳

し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

新
年
度
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と

新
た
な
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
、
農
協
や
事
業

部
門
ご
と
に
積
極
的
な

事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

減産体制下に耐え得る酪農経営を目指して�減産体制下に耐え得る酪農経営を目指して�減産体制下に耐え得る酪農経営を目指して�減産体制下に耐え得る酪農経営を目指して�

4/25 東部地区　37名 4/26 西部地区　22名 4/27 南部地区　40名

纐纈組合長から
「責務を守り、計画生産に…」と話され開会

各部長より事業説明、議案についての審議がなされた

　　  　平成18年度�
計根別農業協同組合地区別懇談会�　　　  平成18年度�
計根別農業協同組合地区別懇談会�



16



17



石川　雄都�
（大　成：石川勇雄）�

上西春別�
小学校�

（　）内は保護者及び�
　　　　　同居組合員氏名�

４月号「新入学１年生おめでと

う」にて掲載漏れがあり、ご迷

惑をお掛けしましたことを深く

お詫び申し上げます。�

お詫び�

18

お
世
話
に
な
り
ま
す

森
脇
　
拓
也

四
月
か
ら
計
根
別
農
協
で
お
世
話

に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
森
脇
拓

也
で
す
。

計
根
別
に
来
る
前
は
、
酪
農
実
習

な
ど
を
通
じ
て
牛
の
勉
強
を
し
ま
し

た
が
、
農
業
の
こ
と
を
知
り
、
酪
農

業
と
関
わ
っ
て
き
た
期
間
も
短
く
、

判
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
色
々
と
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
何

卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
趣
味
は
野
球
と
音

楽
で
す
。
農
協
に
は
野
球
部
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
仕
事
以
外
で
も
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま

す
が
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

私
の
出
身
地
は
標

茶
町
虹
別
で
す
。
標

茶
高
校
卒
業
後
、
直

ぐ
に
中
標
津
の（
有
）

フ
ァ
ム
・
エ
イ
に
入

社
し
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
牛
が
大
好

き
だ
っ
た
私
は
「
将

来
は
牛
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
」
と
い

う
想
い
か
ら
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
と
な
り
、
三

年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、昨
年
の
三
月
末
で
フ
ァ
ム
・
エ
イ
を
退
職
し
、

そ
れ
か
ら
約
一
年
間
計
根
別
で
酪
農
実
習
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
昨
年
十
一
月
か
ら
は
酪
農
研
修
寮
に
住
み

始
め
、
研
修
仲
間
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
毎
週
二
回
交
流
セ

ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
研
修
生
と
な
り
、
以
前
よ
り
農
協
職
員

や
組
合
員
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
「
計
根
別
五
郎
Ｓ
会
」
と
出
会
い
、
色
々
な
方
と
の
親

睦
も
深
ま
り
、と
て
も
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
四
月
中
旬
よ
り
、
計
根
別
農
協

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
青
年
ヘ
ル
パ
ー
に
登
録
さ
せ

て
頂
き
、
酪
農
へ
ル
パ
ー
と
し
て
の
再
出
発
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
将
来
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

����
����

笛木　幸子�シリーズ②�
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クロスワード�
パズル�
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パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D

1

11 1210 13

2

8 97

1817 19

14 15 16

20 21

2322 24 25

3 654

2726

A

C

B

D

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成18年５月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」６月号誌上

あ
と
が
き

四
月
は
、
農
協
や
各
地
区
で
会
議
や
総
会
な
ど
が
開
か
れ
、
組
合
員
の
皆
様
は

何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

先
日
は
、
予
想
以
上
の
大
雪
に
よ
り
、
交
通
事
故
が
多
発
。
計
根
別
地
域
内
で

も
何
台
か
の
乗
用
車
が
路
肩
に
落
ち
る
と
い
う
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
に
は
暖
か
い
春
を
迎
え
、
休
日
を
利
用
し
て
行
楽
地
へ
向
か
う
こ
と
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

農
協
も
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
四
月

の
機
構
改
革
に
て
営
農
部
が
復
活
、

新
人
職
員
も
加
わ
り
心
機
一
転
さ

れ
た
業
務
体
制
に
よ
り
事
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【タテのカギ】
１　翼があるネコ

２　魚偏に青と書く魚

４　足し算

５　幸運

６　電車の車体の上にある集

電装置

８　小型のニワトリ

11 フランスの名所のひとつ

13 まだ、ひとりで運転はで

きない

15 この下で雨宿り

16 メロディー

19 おおよその計算

20 食事は自分で作る

21 深みがある味わい

23 相撲で負けると、これが

つくという

25 テストで当たればラッキ

ー

【ヨコのカギ】
１　75日で消えるとか

３　ボブへア

７　三味線を弾くときに使う

９　川で見つかる小粒の金

10 写真の陰画

12 金属製の湯沸し

14 ５月の空で泳ぐ

16 ピンチになると腹をふく

らます魚

17 あくまで座れない

18 ここが熱くなると涙がこ

ぼれそうになる

20 マティーニはこれにベル

モットを加えたもの

21 仲がよいこと

22 汚れ防止のために服の上

に着る上っ張り

24 刃物の刀身部分のケース

26 テレビ画面の大きさの単

位

27 完全な円

19

クロスワードパズル４月号の答え�

スタート�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。�

組織広報係でお受け取り下さい。�

田中　茂男さん　川目　　健さん�
小林　　孝さん　相澤　　親さん�
工藤　信也さん　　　　　　　　　　�
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〝壁 新 聞〟
３月、農協事務所内の廊下に展示された“壁

新聞”。計根別小学校５年生が酪農をテーマに

４種類の新聞を作りました。それぞれのタイ

トルは“私たちと酪農”“牛のひみつ”“農協

新聞”“酪農の生活”です。これを見ると全道、

全国の乳牛に関する飼養概要、生乳生産や流

通経路、農協事業全般、酪農家の仕事などの

内容が記載され、農協を訪れる関係者の足を

釘付けにしております。皆様も是非一度ご覧

になってください。

今
月
は
『
北
海
道
報
徳
情
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
先
賢
の
言

葉
』
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
も
厳
し
い
酪
農
情
勢

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
先
賢
の
言
葉
が
現
代
へ
の
警
告
と
受
け

止
め
、
酪
農
経
営
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
五
月
一
日
　
纐
纈
　
成
喜

先
賢
の
言
葉
　
航
海
と
世
渡
り

航
海
す
る
の
に
、
た
だ
風
波

か
ざ
な
み

に
任ま

か

せ
て
い
て
は
、
望
み
ど
お
り
の
岸

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
望
み
ど
お
り
の
岸
に
達
し
よ
う
と
す
る

以
上
は
、
か
じ
を
と
り
、
風
波

か
ざ
な
み

を
避さ

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
生
を
渡
る

の
も
同
様
で
あ
る
。

む
や
み
に
欲
情

よ
く
じ
ょ
う

に
任ま

か

せ
て
い
て
は
、
願
う
と
こ
ろ
の
富ふ

う

貴き

安
楽

あ
ん
ら
く

は
得

ら
れ
な
い
。
願
い
ど
お
り
富ふ

う

貴き

安
楽

あ
ん
ら
く

を
得
よ
う
と
す
る
か
ら
に
は
欲
情

よ
く
じ
ょ
う

を
し
り
ぞ
け
て
節
制

せ
っ
せ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
も
舟
が
か
じ
を
と
っ
て
風
波

か
ざ
な
み

を
避さ

け
な
け
れ
ば
、
漂
流
沈
没

り
ゅ
う
ひ
ょ
う
ち
ん
ぼ
つの

難
を
の
が
れ
ら
れ
ぬ
と
同
様
、
欲
情

よ
く
じ
ょ
う

を
し
り
ぞ
け
て
節
制

せ
っ
せ
い

せ
ず
に
、
酒

を
む
さ
ぼ
り
、
美
し
い
着
物
を
着
、
華か

美び

な
家
を
造つ

く

り
、
百
万
円
（
百

両
）
の
収
入
で
二
百
万
円
（
二
百
両
）
の
支
出
を
し
て
い
れ
ば
、
滅め

つ

亡ぼ
う

の
運
命
は
の
が
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。

（
二
宮
先
生
　
語
録
よ
り
）

真
実

し
ん
じ
つ

に
守ま

も

る
力

ち
か
ら
の
弱よ

わ

け
れ
ば

ま
ず
わ
が
身み

か
ら
も
て
ぬ
世よ

の
中な

か

（
二
宮
先
生
道
歌
）


